
対象：病院・医療施設の経営層・財務責任者・施設管理責任者様

「守る病院」から、「価値を生む病院」へ。病院向け

〈省エネダブルプラン〉
① 室外機省エネプラン（室外機）

省エネしながら、BCPを強化する。これからの病院戦略。

15%～25％以上

空調電気代削減（室外機施工時）

2年～8年 前後

で投資回収

株式会社スケッチ ビジネスマネジメント

② 省エネトリプルガードコート（屋根）

修繕回数 1/2

LCCの劇的圧縮



病院経営が直面する 4つの複合課題
「先送り」は許されない。病院施設の今すぐの対策が求められている。

01
BCP（事業継続計画）
停電・空調停止は患者への直接被害に直結。
医療機器の継続稼働は生命に関わるため、
電力安定確保は最優先の経営課題。

24時間365日稼働の病院には停電・設備故障の物理的リスクをゼロ
化する「攻めの予防整備」が求められている。

02
電気料金の高騰

燃料調整費・再エネ賦課金が重荷に。
空調コストは病院電気代の約35%。
削減幅そのものが「収益」化する時代。

03
紛争・地政学リスク

ウクライナ・中東情勢・円安により
エネルギー供給の不確実性が拡大。
自前の省エネを持つ建物が強い。

04
建物・設備の長寿命化

修繕工事費は年々上昇。先送り＝コスト増。
LCCの観点から20年以上の超耐候性コーティングが
今こそ最適な経営判断。

設備保護の遅滞は、単なる修繕費の増大に留まらず、医療提供能力そのものを毀損する。



コストは上がり続ける：2050年までの予測
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労務費

+6.0%/年
残業規制と人口動態から
需給ひっ迫が継続

建設工事費

+4.0%/年
高度成長期インフラの補修需要・
国土強靭化により需要超過が長期化

CPI（参考値）

+1.8%/年
日銀目標値を下回る穏当値でも
インフレは継続

チェーン化・多施設化した医療法人ほど、長期になるほど大幅な予算のズレが発生します。

労務費

建設工事費

CPI（消費者物価指数)

本予測は軍事紛争の勃発及び
天災の発生は想定せず。

CPIは穏当な前提でも、建設工事費と労務費は構造的に高騰し続ける。一般物価との乖離（かいり）は不可逆的に拡大する。



今の屋根1,000万円の工事、20年後にはいくらになるのか？

外装塗装等の修繕工事は「労務費比率が約6割」と高いため、インフレの直撃を受けます。
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Executive Decision

今1,000万円の投資で
建物を20年延命する

VS

✗ 20年後に2,756万円で
同じ工事をやり直す

年率+5.2%（加重平均）で試算。本予測は軍事紛争の勃発及び天災の発生は想定せず。



BCPの強靭化と省エネコスト削減を、同時に実現する

〈省エネダブルプラン〉は、株主・行政・患者・スタッフが注視する経営指標を向上させます。

物理的リスクゼロ化

BCPの強靭化

停電・空調停止を予防し
「患者・医療機器を守る」
物理基盤を構築。

労働環境改善

スタッフが働きやすい病院へ

遮熱・断熱で屋上や病棟の
体感温度を低減。夏季の
熱中症リスクを低減。

修繕回数 1/2

LCCの劇的圧縮

20年超サイクルへの延長で
将来の高騰する修繕回数を
半減。CF流出を最小化。

本製品の導入は、BCPの強化と省エネ対策を、ランニングコスト削減と同時に実現します。



病院向け〈建物超定命かと省エネ対策〉— 2つのアプローチ

屋根・室外機の2か所を統合施工。BCP強化と省エネを同時に実現。

②屋根施工

省エネトリプルガードコート

5層構造の高耐候ポリウレアコーティング。
屋根からの熱をシャットアウトし、
25％前後の省エネ
空調負荷を大幅削減。防水保証10年・
20年～の耐候性で修繕コスト50％削減

省エネ効果

空調負荷大幅低減25％

① 室外機施工

室外機省エネプラン

ラストシールド＋省エネカバーコート
＋スーパーグラスバリアのトリプル施工。
高圧カット防止・15%前後の省エネ。

省エネ効果

空調費最大15%削減

「守り（コーティング）」で基礎を固め、電気代削減と建物長期寿命化を同時実現。

2年前後で償却 8年前後で償却

修繕コスト大幅低減50％



省エネダブルプラン― 室外機・屋根 2パターン対応

パターン A  ／ 屋根への施工・超耐候遮熱・断熱・防汚

第5層（表面）防汚コート層

スーパーグラスバリア — 赤外線反射率を長期維持

第4層 20年耐候遮熱ポリウレア層

脂肪族ポリウレア / 省エネ遮熱シールドPU

第3層 中空ビーズ断熱層（含有率60%）

業界最高断熱性能 / 省エネカバーコート

第2層 防水強化ポリウレア層

高強度の防水保護層・10年防水保証

第1層（下地）防錆層

ラストシールド — 10年防錆保証

20年
20年サイクル

25%↓
空調負荷低減

10年
防錆保証

パターン B  ／ 室外機・周辺施工・遮熱・断熱コート

Step 1 ラストシールド
防錆10年保証／防水補助

特殊エポキシ樹脂で室外機・折板を長期保護

Step 2

省エネカバーコート

遮熱／断熱／防音補助

中空シリカビーズ12%（膜中60%）で業界最高断熱性能

高反射率85%以上で太陽直射熱をブロック

Step 3
スーパーグラスバリア

帯電防止／超親水／赤外線反射維持

防汚性能で反射率を長期維持（未コート時は10〜15%反射率低下）

15%↓
空調費削減

34℃↓
表面温度差実測

2年償却
償却目安

室外機省エネプラン 省エネトリプルガードコート

10年 34℃↓
表面温度差実測



病院では空調・冷蔵の停止は患者の命に直結する。根本対策としての遮熱・断熱施工。

高圧カットとは？

室外機が高温になると冷媒を十分に冷やせず、冷媒圧力が規定値を

超えて緊急停止（高圧カット）が発生。室外機に接続するすべての室

内機・冷蔵ショーケースが同時停止する。

繰り返すほど機器への負荷が蓄積し、設備寿命が短縮。電力消費も

増大する。

発生の4大原因

• 室外機・周辺の高温（折板・コンクリ: 60〜70℃）

• 排熱の再吸引（ショートサーキット）

• 窓からの室内過熱（夏: 73%の熱が侵入）

• 近年の猛暑日増加による機器能力不足

省エネダブルプランによる高圧カット根絶への2つのアプローチ

屋根遮熱・断熱コーティング

屋上全体の蓄熱を大幅削減

室内温度上昇を抑制

室外機周辺 遮熱・断熱コーティング

吸込空気温度を低下

高圧カットを防止

省エネ目安：屋上室外機周辺コーティング約15% ／室外機のみコーティング約5% ／ 冷設室外機～5% （いずれも3〜5年で償却）

高圧カット対策― 病院での空調停止を防ぐ



2施設のロガー計測・サーモグラフィー測定による裏付け

東京西徳洲会病院

施工面積：538.88m² 施工期間：2022年8月3日〜25日

4.14%

全体電気使用量削減

施工前後（同気象条件日比較）

11.9%

空調ピーク時カット率

空調比率34.7%換算

30℃差

床面温度差（サーモ）

塗布 vs 未塗布

結論：2022年9月以降に病床を増築・改築（電気使用量増加要因）にも

かかわらず、施工後11か月間で電気使用量が-2,898kW減少。室外機塗

装が増加分を抑制している可能性。

サーモグラフィー測定（2023年8月30日）

複数箇所で塗布 vs 未塗布の温度差を計測：

最大22.5℃差（屋上床面） 最大19.8℃差（室外機周辺）

埼玉石心会病院

施工面積：1,586m² 施工期間：2022年10月12日〜11月5日

20%

年間省エネ実証

2023年度計測

34℃差

サーモ温度差

施工前69.7℃→後35.6℃

2年内

償却目安

24h稼働モデル

実証ポイント：施工後に病床を増設した同院で、翌年2023年の年間電

力データを集計。空調コストで20%の省エネを実証。高圧カット対策と

しての効果も確認済み。

サーモグラフィー測定（2023年9月5日）

塗布 vs 未塗布の温度差：最大22.9℃（屋上床面）

ラックケース比較：15.8℃差 1m以内対比：10.1℃差

病院での実証データ 室外機省エネプラン



投資回収シミュレーション—病院への室外機省エネプラン導入効果試算

省エネ率・施工規模・電気料金単価を入力することで、貴院の投資回収期間を算出できます。

参考試算（某ドラッグストア店舗のロガー実測データより）

前提条件 値 備考

施工面積 182.5㎡ 室外機周辺

施工価格 ¥1,606,000 8,800円/㎡

年間空調コスト（合計） ¥881,154 夏冬合算

省エネ率 15% 実績ベース

年間削減額 ¥645,170 空調費削減分

償却年数 2.49年 耐久性10年

償却後の利益（残7.51年） ¥4,845,704 プラスのみ

病院の場合（試算前提）

24時間稼働

→ 償却期間が短縮

空調比率約35%

（資源エネ庁データ）

空調電気代年間数千万円規模

削減効果も大きい

省エネ率15%適用時

→ 2〜3年で回収

耐久性10年

→ 残り7〜8年は純益

ご要望に応じて個別シミュレーションを提供いたします

※省エネ率は施設・設備・施工箇所の条件により異なります。詳細は弊社担当者までお問い合わせください。



当社唯一無二の強み：「全国責任施工体制」

他社塗装工事業者では絶対にかなわない、全国一律の品質と管理体制。医療施設での実績多数。

① 全国一括窓口

担当者様の管理工数を劇的に削減。
複数施設を抱える医療法人様の
一括管理に最適。

② メーカー直販・直接管理

妥協のない最高品質の施工。
メーカーが直接品質管理するため
ばらつきなし。

③ メーカー認定施工店ネットワーク

全国どこでも同じ品質・同じ保証。
離島・地方の医療施設にも
対応可能。



建物長寿命化は、

最高の「経営戦略」である。

「老朽化による建て替え」の時代は終わりました。
今すぐ、病院の資産を守る決断を。

まずは、無料相談・現地調査から

・施工面積・電気代明細をご共有いただくだけで回収試算を提供
・テスト施工（無償モニター施工）も対応可能
・病院専任の施工チームが24時間対応

（株）スケッチビジネスマネジメント

✓ 屋根コーティング（省エネトリプルガードコート）

✓ 室外機コーティング（室外機省エネプラン）

〈省エネダブルプラン〉推進事務局
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